
　6月21～24日、ドイツ ミュンヘンで開催された国際オー
トメーション・メカトロニクス専門見本市「AUTOMATICA 
2016」に出展しました。AUTOMATICAは、自動化と生
産プロセスの主要なプラットフォーム・最新ソリューションが
世界中から一堂に会する国際見本市で、2 年に 1 回開催
されています。今回は、4日間を通じ約45,000人の来場者、

47カ国から839社の出展がありました。
　都産技研では、試作開発した案内型ロボットをはじめ、
共同研究開発企業（株）システムクラフトの T 型ベースロ
ボット「SCIBOT」、WHILL（株）のパーソナルモビリティ
「WHILL Model A」のデモンストレーションを行い、都産
技研が取り組むロボット産業活性化事業を紹介しました。

ロボット活用の可能性を提案
～都産技研から日本全国・海外へ発信～
　ロボット事業推進部では、さまざまな場面で活躍するロボットの活用・導入促進、ビジネス機会の拡大を支援するた
め、海外をはじめとした多くの展示会やイベントに出展し、事業や技術シーズのPRを行っています。今年度は、ロボット
活用のニーズ発掘やシーズとのマッチングを行うため、東京都外で開催される展示会やシーズ発表会等で、都産技研
のシーズの紹介や試作ロボットのデモンストレーションを行う「ロボット実用化プロモーション」に取り組んでいます。

AUTOMATICA 2016（ドイツ）出展

AUTOMATICA会場入口 先導型案内ロボット「Pyxis（ピクシス）」 WHILL Model A 追従型案内ロボット「チリンロボット」

●今後のプロモーション予定

 展示会・交流会等 会期 会　場

2016 中部ロジスティックス 10月6日（木）～8日（土） ポートメッセなごやソリューションフェア

いきいき健康・福祉フェア2016 10月14日（金）～16日（日） アクセスサッポロ

北陸技術交流テクノフェア2016 10月20日（木）・21日（金） 福井県産業会館

産業フェア in 善光寺平 2016 10月28日（金）・29日（土） 長野市ビッグハット

第 18回図書館総合展 11 月 8日（火）～10日（木） パシフィコ横浜

けいはんな情報通信フェア2016 11月10日（木）～12日（土） けいはんなプラザ（ATRオープンハウス）

［九州］外食ビジネスウィーク2016 11月15日（火）～17日（木） マリンメッセ福岡

ロボット企画グループ＜東京ロボット産業支援プラザ＞　TEL 03-5530-2558お問い合わせ

医療・福祉課題の解決が
期待されるロボット技術

ロボット技術による高齢者や障害者
の社会参加の促進が期待されていま
す。信州大学繊維学部機械・ロボット
学科の橋本 稔教授らの研究チームで
は、要介護者の自立支援を目的に、
衣服のように“着る”身体装着型のロ
ボット「ロボティックウェアcurara®」の
開発を平成20年から進めています。
平成23年から（国研）科学技術振

興機構の支援を受け、長野県内の精
密機器メーカーと共同開発を進め、平
成27年10月に全身型の試作機（3
号機）が完成しました。curara®には、「同
調制御システム」を採用しており、手足
の関節部分に小型軽量化したサーボ
モータと減速機を一体化したユニットを
装着し、センサーが読み取った装着者

性も向上しました。

curara®に託す未来
～実用化に向けて

現在、着脱しやすく、小型軽量化す
る4号機の開発を進めています。また、
curara®の実用化に向け、ユーザー（購
入希望者・理学療法士など）、製造
企業、販売代理店の協力を求めていま
す。医療機器承認申請への対応も開
始し、平成31年には、使いやすい操
作部や機能を持つ市販が可能なレベ
ルの5号機の完成を目指しています。

の動きに追従し て、歩行動作をアシスト
します。「非外骨格型ロボット」（下図）
のため、身軽にやさしく着用でき、歩く
方向を変えるときに下肢をねじるなど、
身体を自然に動かすことができます。

「穿くロボット」の共同開発

試作3号機は、各パーツが分離して
いるため、装着に補助者が必要で、時
間もかかりました。また、脚曲面とフィッ
トしにくいなどの課題がありました。そこ
で、平成27年4月から都産技研と共
同で下肢の機能補助に重点を置いた
パンツタイプの開発に着手し、今回発
表した試作モデルが完成しました。ユ
ニットをパンツと一体化することで、位
置調整が簡単で、一人で着用でき、
従来タイプの約半分の3分程度に装
着時間を短縮しました。サポーター素材
のゴムの使用により、装着感・フィット

日本初「穿くロボット」ロボティックウェア
curara®新パンツタイプ試作モデルを発表
信州大学繊維学部が都産技研と共同開発を進めている、日本初となる「穿くロボット」ロボティックウェアcurara®

パンツタイプの試作モデル発表会を7月21日、文部科学省情報ひろばにて開催しました。10月開催の国際福祉機器展
での発表に先立ち、開発・事業化に興味のある企業や医療・介護機関および報道機関の約55名の皆さまに、curara®

の特徴をご紹介し、装着と歩行のデモンストレーションをご覧いただきました。

は

curara®構造における特徴－非外骨格型 （引用元：信州大学 橋本・塚原研究室）

◀試作3号機（左）と
 新タイプモデル（右）

▶新タイプモデルの
 歩行デモンストレーション
 （写真：信州大学提供）

「国際福祉機器展」に出展

開催日時 平成28年10月12日（水）
 ～14日（金）

会場 東京ビッグサイト 東展示ホール

小間番号 5-15-05（信州大学）

入場料 無料（登録制）

剛体ロボット骨格

人間の関節

人間の骨格

股関節ユニット

関節間リンクなし

膝関節ユニット

モータユニット

ロボット関節

関節間リンク

動きにくい
ロボット骨格に拘束
（関節間リンクあり）

重いボディ
金属剛体フレーム
ロボット骨格で保持

ロボット骨格全体の動きを人体骨格に伝達
＜単独で関節補助はできない＞

装着しにくい
体型に合わせた
調節が煩雑

動きやすい
ロボット骨格なし

（関節間リンクなし）

軽いボディ
樹脂製フレーム
（柔軟性がある）

人体骨格系を利用して関節の動きを補助
＜独立して（単独で）関節補助が可能＞

装着しやすい
関節への固定
個別装着できる

［ 外骨格型ロボット ］ ［ 非外骨格型ロボット curara® ］

「ウェルフェア2016」でのデモンストレーション来場者の方々に実際にロボットを体験して
いただきました

事業紹介
ロボット産業活性化事業

開催報告

　より多くの方にロボットに触れていた
だき、ロボット活用の可能性を実感して
いただくため、「ロボット実用化プロモー
ション」を実施しています。5 月 26・
27 日には、大阪で開催された「サービ
スロボット開発技術展」、6月2～4日
には、名古屋で開催された「ウェルフェ
ア2016」に出展しました。
　都産技研が開発した T 型ロボット
ベースを具体的に利用検討したいとい
う企業もあり、今後、共同研究開発・
事業化への展開を期待しています。

ニーズ発掘やシーズとの
マッチングを目指す
ロボット実用化プロモーション
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